
 

 

 

 

 

 

 

  反射極点図による 

  ＭＴＥＸポリエチレンの解析 
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概要 

ＭＴＥＸはＭＡＴＬＡＢ環境による無料のＯＤＦ解析ソフトウエアである。 

  斜方晶であるポリエチレンの解析結果から、ＮＤ方向測定データからＭＤ方向のＯＤＦ，極点図を計算する。 

 

測定データはｎ反射極点図 

 

 

バックグランド除去、吸収補正、ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う。 

 

 

このデータからＭＴＥＸでＯＤＦ解析を行う。 

 

 

 

 

 



極点処理結果をＡＳＣファイルに変換し、ＭＴＥＸに読み込む 

 

 

 



ＭＴＥＸに読み困れた３極点図 

 

ＯＤＦ解析結果 

 

再計算極点図 

 

 反射法データのみでは再現できていない。 

 



ＮＤ－ＭＤ変換 

odfc=rotate(odf,rotation('axis',yvector,'angle',90*degree)) 

 

  

完全なＦｉｂｅｒが再現できていれば、直線的な方位になるが、反射＋透過の測定が必要か 

 

上記ＯＤＦ図から再計算極点図 

 

ＮＤ－ＭＤ変換が出来ています。 

 



反射＋透過データで解析 

 

バｋｋグランド除去、吸収補正、ｄｅｆｏｃｕｓ補正、データの接続を一括処理 

 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸで解析 

ＭＴＥＸに読み込まれたデータ 

 

ＯＤＦ解析 

 

再計算極点図 

 

入力極点図と異なる。 

空間群 ｍｍｍ．ｍｍ２，２２２でも同じ 

 



軸回転 

 odfc=rotate(odf,rotation('axis',yvector,'angle',90*degree)) 

 

Ｆｉｂｅｒにならない 

 

  


